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【旧約聖書日課】申命記 8章1～6節 
1今日、わたしが命じる戒めをすべて忠実に守りなさい。そうすれば、あなた

たちは命を得、その数は増え、主が先祖に誓われた土地に入って、それを取るこ

とができる。2あなたの神、主が導かれたこの四十年の荒れ野の旅を思い起こし

なさい。こうして主はあなたを苦しめて試し、あなたの心にあること、すなわち

御自分の戒めを守るかどうかを知ろうとされた。3主はあなたを苦しめ、飢えさ

せ、あなたも先祖も味わったことのないマナを食べさせられた。人はパンだけで

生きるのではなく、人は主の口から出るすべての言葉によって生きることをあな

たに知らせるためであった。4この四十年の間、あなたのまとう着物は古びず、

足がはれることもなかった。5あなたは、人が自分の子を訓練するように、あな

たの神、主があなたを訓練されることを心に留めなさい。6あなたの神、主の戒

めを守り、主の道を歩み、彼を畏れなさい。 

【使徒書日課】フィリピの信徒への手紙 4章10～20節 
10さて、あなたがたがわたしへの心遣いを、ついにまた表してくれたことを、

わたしは主において非常に喜びました。今までは思いはあっても、それを表す機

会がなかったのでしょう。11物欲しさにこう言っているのではありません。わた

しは、自分の置かれた境遇に満足することを習い覚えたのです。12貧しく暮らす

すべも、豊かに暮らすすべも知っています。満腹していても、空腹であっても、

物が有り余っていても不足していても、いついかなる場合にも対処する秘訣を授

かっています。13わたしを強めてくださる方のお陰で、わたしにはすべてが可能

です。14それにしても、あなたがたは、よくわたしと苦しみを共にしてくれまし

た。15フィリピの人たち、あなたがたも知っているとおり、わたしが福音の宣教

の初めにマケドニア州を出たとき、もののやり取りでわたしの働きに参加した教

会はあなたがたのほかに一つもありませんでした。16また、テサロニケにいたと

きにも、あなたがたはわたしの窮乏を救おうとして、何度も物を送ってくれまし

た。17贈り物を当てにして言うわけではありません。むしろ、あなたがたの益と

なる豊かな実を望んでいるのです。18わたしはあらゆるものを受けており、豊か

になっています。そちらからの贈り物をエパフロディトから受け取って満ち足り

ています。それは香ばしい香りであり、神が喜んで受けてくださるいけにえです。
19わたしの神は、御自分の栄光の富に応じて、キリスト・イエスによって、あな

たがたに必要なものをすべて満たしてくださいます。20わたしたちの父である神

に、栄光が世々限りなくありますように、アーメン。 
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【福音書日課】ヨハネによる福音書 6章1～15節 
1その後、イエスはガリラヤ湖、すなわちティベリアス湖の向こう岸に渡られ

た。2大勢の群衆が後を追った。イエスが病人たちになさったしるしを見たから
である。3イエスは山に登り、弟子たちと一緒にそこにお座りになった。4ユダヤ
人の祭りである過越祭が近づいていた。5イエスは目を上げ、大勢の群衆が御自
分の方へ来るのを見て、フィリポに、「この人たちに食べさせるには、どこでパ
ンを買えばよいだろうか」と言われたが、6こう言ったのはフィリポを試みるた
めであって、御自分では何をしようとしているか知っておられたのである。7フ
ィリポは、「めいめいが少しずつ食べるためにも、二百デナリオン分のパンでは
足りないでしょう」と答えた。8弟子の一人で、シモン・ペトロの兄弟アンデレ
が、イエスに言った。9「ここに大麦のパン五つと魚二匹とを持っている少年が
います。けれども、こんなに大勢の人では、何の役にも立たないでしょう。」10

イエスは、「人々を座らせなさい」と言われた。そこには草がたくさん生えてい
た。男たちはそこに座ったが、その数はおよそ五千人であった。11さて、イエス
はパンを取り、感謝の祈りを唱えてから、座っている人々に分け与えられた。ま
た、魚も同じようにして、欲しいだけ分け与えられた。12人々が満腹したとき、
イエスは弟子たちに、「少しも無駄にならないように、残ったパンの屑を集めな
さい」と言われた。13集めると、人々が五つの大麦パンを食べて、なお残ったパ
ンの屑で、十二の籠がいっぱいになった。14そこで、人々はイエスのなさったし
るしを見て、「まさにこの人こそ、世に来られる預言者である」と言った。15イ
エスは、人々が来て、自分を王にするために連れて行こうとしているのを知り、
ひとりでまた山に退かれた。 

「パン五つと魚二匹」【こども説教のために】 

わたしたちは、礼拝の中だけでなく、いろいろな機会に祈ります。キリス

ト教では、日曜日の礼拝を除くと、いつ祈るか決まっているわけではありま

せんが、ほとんどの信者が定まった習慣とするように教えられてきた祈りが

あります。「食前の感謝」です。食事をいただくときに、神に感謝し、食卓を

祝福してくださるように祈ります。 

主イエスも、食事に際して感謝の祈りを唱えられました。五千人の人々と

食事をしたときにも、まずパンを取って、感謝の祈りを唱えてから、分け与

えてくださったのです。 

そのとき、主イエスの前には、五つのパンと二匹の魚しかありませんでし

た。これだけでは、主イエスの弟子たちだけで分け合っても、少しずつしか

食べられないと、皆が考えました。ところが、主イエスがこれを取って、感

謝の祈りを唱えてから分け与えられると、五千人の人々が皆、満腹になった

というのです。主イエスが感謝の祈りを唱えられたとき、人々は思い起こし

たのでしょう。昔の人が天からのパン「マナ」を与えられたことを。神が各

自に必要な分の食物を与えてくださっていることを。 

「食前の感謝」は、大切な祈りの習慣です。これが唱えられるところから、

だれもが神からいただいたもので満たされる世界が始まるのです。 
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何の役にも立たない？ 

教会暦は、今週、「灰の水曜日」から「受難節（レント）」に入ります。主

のご復活の前、日曜日を除く四十日の祈りの期節です。悔い改めと克己のと

き、洗礼志願者の備えのとき、教会共同体から離れていた者を再び迎え入れ

るとき、また断食のとき、とされてきました。 

四十日は、主イエスの「荒れ野の四十日」に倣うためです。洗礼者ヨハネ

から洗礼を授かり、宣教を始めるにあたって、主イエスは荒れ野で断食をし

て四十日を過ごされました。それは、「悪魔から誘惑を受けるため」（マタイ

4:1）であったと言われます。 

悪魔の誘惑は、荒れ野よりも町での日常生活の中に潜んでいそうなもので

す。都会を離れ、荒れ野に出て、断食をしていれば、悪魔を遠ざけた清らか

な心の状態になるものなのではないでしょうか。わたしたちも、日曜日の朝、

日常生活を離れ、悪魔を遠ざけるつもりで教会という「聖なるところ」に来

て、清らかな心持ちになろうとしているところがあります。けれども、それ

は、大きな勘違いかもしれません。主イエスは、むしろ荒れ野に出ることに

よって、悪魔の誘惑と向き合われたのです。わたしたちも、日曜日の教会に

来ることによって、日々の生活の中では向き合おうともしてこなかった悪魔

の誘惑と向き合うように、導かれています。「受難節の四十日」は、そのよう

なときとして、特に先達が大切にしてきた期節なのです。 

荒れ野で悪魔と向き合われる中で主イエスが思い起こされた御言葉を、福

音書は伝えています。その第一に挙げられている御言葉は、かつてモーセが

エジプトから導き出した民に語りかけた言葉でした。「人はパンだけで生きる

のではなく、人は主の口から出るすべての言葉によって生きる」。 

モーセは、エジプトを出てすぐに体験した「マナの出来事」を思い起こさ

せて、この言葉を告げました。エジプトから持ち出した食物が尽きたとき、

人々はモーセに対して不平不満を言い募ったのです。その人々に対して、主

なる神は、毎朝、その日に必要な分の糧を与えてくださいました。それを、

人々は「マナ」と呼びました（出エジプト 16章）。 

主イエスが、五千人の人々と食事を共にしようとしたとき、弟子たちの手

元には、同行してきた少年の持つパン五つと魚二匹しかありませんでした。

「これだけでは、何の役にも立たないでしょう」と、弟子のアンデレは言う

のです。当然です。わたしたちも、心の中で囁く声を聴くのです、「あなたの

わずかばかりの善意が、人々の貧しさを救えるだろうか」と。それでも、わ

たしたちは、神に感謝して、それを差し出し、主に委ねます。主イエスが感

謝の祈りを唱えて分け与えられたとき、五千人の人々は知るようにされたか

らです、神が皆の必要を満たしてくださっていることを。 



 

4 

思い起こそう 

この「パンの出来事」を、弟子たちの教会は、大切に語り継ぎました。語

り継ぐだけでなく、共に食事をすることを通して、繰り返し思い起こすよう

にしてきたのです。教会の営みでも、それぞれの家庭の営みでも、共に食卓

について感謝の祈りが唱えられるとき、主イエスの「パンの出来事」を思い

起してきたのです。 

五つのパンと二匹の魚は、一人の少年の持ち物でした。その少年は、弟子

たちと行動を共にしてきていたのでしょう。主イエスが「どこでパンを買え

ばよいだろうか」と弟子たちに問われたので、少年は、自ら「ここにパンと

魚があります」と差し出したのかもしれません。もちろん、弟子たちにして

みれば、そんなものは焼け石に水です。「こんなに大勢の人では、何の役にも

立たないでしょう」。弟子たちも、考えているのです、「めいめいが少しずつ

食べるためにも、二百デナリオン分のパンでは足りないでしょう」と。 

この数年で、教会で食事を共にする機会が、めっきり少なくなってしまい

ました。イースターやクリスマスにかつてのような愛餐会を催したり、大勢

の人に食事を提供したりという行事を再開する体力自体が、削がれてしまっ

たように思えます。あのような営みは、確かに多くの奉仕者が労力だけでな

く配慮を尽くすことで成り立っていました。簡単な軽食を人数分用意するだ

けでも、担当者は、悩みに悩むのです、「何人分、用意すればよいだろうか」、

「どこで買ってくればよいだろうか」、「めいめいが少しずつ食べるためにも

…」と。 

主イエスの前に差し出されたのは、少年が持っていた五つのパンと二匹の

魚だけでした。いったい、五千人の人々が満腹するほどのパンと魚を、主イ

エスはどこからもたらされたのでしょうか。いったいどうして、この人々が

食べた後、なお残ったパンの屑で、十二の籠がいっぱいになった、というの

でしょうか。 

この出来事は、ユダヤ人の祭りである過越祭が近づいていたころのことだ

ったといいます。過越祭は、主イエスが十字架につけられたときです。主イ

エスは、ご自身を過越祭に屠られる「過越の小羊」として差し出されました。

「受難節」の終わりに、わたしたちは、その出来事を思い起こすでしょう。

その主イエスは、最後の晩餐の席で、弟子たちの前でパンを取り、感謝の祈

りを唱えて、それを裂き…与えて言われました、「これは、あなたがたのため

に与えられるわたしの体である。わたしの記念としてこのように行いなさい」

（ルカ 22:19）。 

感謝の祈りを唱えて、「このパンを食べなさい」と言われます。このパンを

食べた者は、思い起こすのです、今、自分が何をすべきなのかを。 


